
注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費

交付金額

23,984,100
円

23,934,000
円

22,272,840
円

22,272,000
円

改修工事　一式

平成29年度から平成30年度

　本事業を実施した結果、屋根及び外壁が改修され雨漏りが解消さ
れたことで、地域住民の集会所の使用に係る支障が改善された。ま
た、トイレ及び玄関ホールの改修によりトイレの使用に係る支障が
改善され、施設の快適な利用が可能となったことを、利用者への聴
き取り調査により確認した。
　なお、本工事が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施され
た旨を工事看板及び工事案内文に記載し、地域住民への周知を行っ
た。

　今後も、市民の生活環境の改善を図るために必要な事業を推進し
ていく。

無

平成29年度

1,711,260
円

1,662,000
円

平成30年度
計

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事 業費及び交 付 金 額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

川上弾薬庫関連公共用施設（教育文化施設：正力集会所改修工事）
整備事業

東広島市

東広島市八本松町正力

 当該施設は、地域住民が集会や地域活動を行うための施設である
が、屋根や外壁の老朽化が進み、屋根には雨漏りが発生するなど利
用者に不便を生じている。また、トイレが男女共用となっているほ
か、湿式で廊下からトイレへの進入に段差があることが、快適な施
設の利用の妨げとなっている。このため、当該施設の屋根、外壁の
改修を行うほか、トイレを男女別乾式に改修し、地域住民が快適に
利用できる環境を整備し、利便性の向上を図る。



補助事業名

補助事業者名 東広島市

実施場所 東広島市八本松東三丁目

補助事業の成果の目標

補助事業の内容

補助事業の始期及び終期 平成３０年度

30年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,203,280 3,203,280

交付金額 3,203,000 3,203,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

注：
１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町村費
等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載
すること。

当該公園は、平成26年度に整備され、近隣住民等に利用されている街
区公園である。
　現在は、主に地域住民が運動や地域の集会などに利用されており、
夕方からは、暗くなり防犯上の問題となっている。
　本事業で公園内に照明を設置することにより、夕方以降は周辺道路
からも公園内の様子を見ることが容易となり公園内での防犯対策とし
ての効果に繋がり、公園利用者の安全性の確保を図る。
　また、当該公園は災害時の地域の避難場所になっており、照明設置
を行うことで夜間における避難場所としての効果が得られる。
　本事業は、防犯、防災面で公園の機能強化を図り、利用者の満足度
を高めることを目標にする。

　照明設置工事について地元アンケートを実施し、「満足」、「概ね
満足」と回答した人の割合は７１％であった。また、「照明がついた
ことで、明るくなり安心感がある。」という意見もあり、夜間の防
犯、防災面においても一定の成果をあげることができた。
また、地域住民への周知の実施状況は次のとおりとした。
（１）工事看板
（２）地域住民に配布する工事案内文

特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して施工されたことを8割以
上の人が知らないという結果になり、地域住民への周知は不十分で
あったといえる。今後、事業評価書をホームページに掲載し、周知を
図っていくものとする。

事　　業　　評　　価　　書

事業費及び交付金額

無

照明設置N=4基

川上弾薬庫関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する
施設：かつえ坂にこにこ第二公園照明設置事業）整備事業


